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事例番号 054 防災から総合的なまちづくりへ（東京都墨田区・一寺言問地区） 
 

1. 背景 
一寺言問地区は墨田区北部西側に位置する隅田川沿いの地区である。町丁名では、東向島 1

丁目、3 丁目、向島 5 丁目、堤通 1 丁目になる。「一寺言問」という名称は、1980 年代半ばに地区

の防災計画を立案する際、2 つの小学校（第一寺島小学校、言問小学校）が避難地として地区の

中心になったことに由来する。地区の中（北部）には名庭園で知られる向島百花園がある。 
この地区一帯は以前は農地であったが、20 世紀に急速に宅地化されて現在では低湿地に老朽

化した木造建築物が密集して存在している地域となったため、防災上大きな問題を抱えている。一

方、地区内には低層住宅とともにきめ細かな路地が豊富に存在しており、人間味あふれる魅力あ

る住宅地として人々の土地への愛着心は強い。 
このような地区の状況を背景に、地区の人々が主体的に防災対策に取り組むところから一寺言

問地区のまちづくりが始まった。そして今ではまちづくりの活動は防災の枠を越えて地区の総合的

なまちづくりに発展している。 
 
 

 
向島界隈の地図 （資料：『向島博覧会 2001』アートロジィ向島博覧会 2001 実行委員会） 
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2. 目標 
墨田区は地盤等の問題により防災が大きな課題になっていることから、都市計画マスタープラン

においては「災害に強い防災のまち」を都市像の第一に掲げている。そして、その具体的なイメー

ジとして「逃げないですむ燃えないまち」（道路・公園等の整備、不燃化の促進等）、「安全に避難

できるまち」（避難地、避難路の沿道市街地の不燃化）、「水害に強いまち」（堤防等整備、雨水処

理機能の向上等）、「安心して暮らせるまち」（24 時間人がいて活気があるまち）を示している。また、

その他の都市像としては、「快適に暮らせる魅力あるまち」、「活力ある産業のまち」を掲げている。 
また、この地区における先駆的な市民組織のひとつである「一寺言問を防災のまちにする会」は、

「災害があっても、逃げずにすむまち、死なずにすむまち」を活動目標に掲げている。 
 

3. 取り組みの体制 
防災事業を契機に、行政の働きかけで住民組織と行政との協働のまちづくりが進んだ。防災ま

ちづくりが一段落した後は、市民組織が主体的に独自のまちづくりを展開している。主な組織には

「わいわい会」、「一寺言問を防災のまちにする会」、「まちづくり才団・川の手倶楽部」、「向島学

会」等があったが、その後これらの組織が整理・統合され重層的に連携してまちづくりを進めている。 
 

4. 具体策 
（1） 主な組織と活動状況 
① 「わいわい会」 

墨田区では 1985 年に東京都の「防災生活圏モデル事業」を開始した（1992 年まで、1993 年～

1996 年は同促進事業）。その導入にあたって墨田区が「まちづくり芝居」などの仕掛けでわかりや

すく地元に呼びかけ、住民（町会役員でない）有志が「わいわい会」を結成した（1985 年）。同会は、

墨堤の桜祭りに展示館「一言亭」を出して防災まちづくりを PR したり（1986 年）、防災まちづくりイ

ベント「一言祭」を開催したりした（同）。「わいわい会」は今日に至るまで地元諸組織の原動力的存

在として活動を続けている。 
 

② 「一寺言問を防災のまちにする会」（一言会） 
防災まちづくりの活動を地区全体に広げるため、「わいわい会」と地元の 6 つの町会で組織され

た「一寺言問を防災のまちにする会」（一言会）が発足した。6 つの町会と「わいわい会」のそれぞれ

から 3 名ずつ理事を出し、その中から 1 名が役員になるという組織構成である（地区住民のほぼ全

員を会員とみなす）。プロジェクトに応じて担当の町会を決め、その町会の理事を中心に担当者会

議を設けるという形で事業を進め、その活動内容の紹介等のために「防災まちづくり瓦版」を発行し

た。防災生活圏モデル事業および同促進事業の期間中は区が事務局に入り、同事業を活用して

コンサルタントによる支援や経費等の面での支援を図った。 
これまでの主な活動は、以下のとおりである。 
 

1） 「防災まちづくり計画」の作成（1987 年、「わいわい会」がたたき台作成）、区長提出 
区はそれを元に「一寺言問地区整備計画」を策定した。 
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2） 「路地尊」1 号基～6 号基の設置（1987 年～1996 年、区との協働） 
雨水利用の防火装置を地区内各所に設置した。この装置は、雨水タンクと手押しポンプを

組み合わせたもので、そのユニークな形がまちづくりのシンボルになっている。 
3） 道路の整備（区との協働） 

「旧墨堤之道」（1990 年）、「百花園通り「寺島のみち」」（1991 年）、「桜橋デッキスクウェア」

（1992 年）、「三とも通り」整備（1994 年）等の整備を行った。 
4） 「一寺言問集会所・広場」整備（1996 年、区との協働） 

一言会が工場跡地の買収を区に要望して公共用地になった土地に計画した。土地の利用

方法を住民、区、専門家が参加するワークショップで検討した結果、まちづくり活動の拠点と

展示スペースの必要性が浮かび上がり、建築を実現した（当初は広場のみ整備予定だった）。

「共通する目的に向かって集う多様な思いを、包み込む空間」をテーマに、通り抜け通路を設

ける等の工夫をこらした整備が行われた。 
5） その他 

商店街と連携した地蔵坂通りの通行規制、歩道整備の検討、「防災まちづくり衆会（フォーラ

ム）・すみだ」（1990 年）の開催等を行った。 
 
促進事業が終了した 1996 年からはボランティア組織となり、ポケットパークの自主整備、見学者

への説明、まちづくり資料室の管理、瓦版の発行等を行っている（拠点は一寺言問集会所）。 
 
 
 

   
まちづくり瓦版 平成 17 年 11 月 1 日発行 
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路地尊の配置 （資料：墨田区まちづくり事業推進部地域整備課『一寺言問／路地尊あらまし』） 
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路地尊システム （資料：：墨田区まちづくり事業推進部地域整備課『一寺言問／路地尊あらまし』） 
 

③ 「まちづくり才団・川の手倶楽部」 
住民有志主体に都市計画専門家、地元企業等をメンバーとして 1988 年に「まちづくり才団・川

の手倶楽部」が発足した（行政関係者は準会員、ただし行政からの支援はない）。墨田区等への提

言を行うとともに、さまざまなプロジェクトの事務局を勤めてきた。主な事業は、「向島の未来を考え
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るシンポジウム」の開催（1988 年）、まちづくり構想「粋な墨堤界隈」の作成・提言（1991 年）、海外

のさまざまな NPO とのまちづくりに関する情報交換、「向島国際デザインワークショップ」の開催（他

組織と協働、1998 年）、「空き地・空き家の改善と小規模連鎖型開発のモデルづくり」の検討（同、

1999 年）、「向島博覧会」の企画提案（同、2000 年、2001 年）等である。現在は発展的に解散して

その意志は「向島学会」に受け継がれている。 
 

④ その他の組織 
一寺言問地区にはまちづくりに関係するさまざまな組織が出現している。主なものには、

「Avenue 編集委員会」（1995 年発足、情報誌の発行）、「雨水利用をすすめる全国市民の会」

（1996 年、雨水利用に関する技術開発・普及・国際交流等、向島に事務局）、「向島のまちづくりを

支援する専門家集団 SONOTA」（1999 年、グループマンション構想、空き地・空き家の改善と小規

模連鎖型・環境共生型開発の検討等）、「すみだ学習ガーデン」（2000 年、すみだ生涯学習センタ

ーの管理運営）、「e－すみだ」（2000 年、若手経営者等によるスタンプラリー、無料配送、情報サ

ービス、無料レンタサイクル等）等がある。 
 

（2） まちづくり活動の新たな展開 
① 向島博覧会 

上記諸組織の連携により 1994 年に「雨水利用東京国際会議」が、1998 年に「向島国際デザイ

ンワークショップ」が開催されるなどまちづくりの活動は広がりを見せ始めたが、1999 年には「向島

博覧会実行委員会」が組織され、その主催により 2000 年に「向島博覧会」が開催された。この博

覧会では空き地や空き家を活用してさまざまなイベントが行われたが、それが防災、防犯、少子高

齢化、アート企画等地域再生に関わるテーマを地区住民、専門家、行政等が協働で検討する契

機となった。 
また、博覧会を契機に老朽化した家屋に若手アーティストが多数居住するようになった。それは、

博覧会におけるアートイベントを企画する「クリエイター会議」に地区外から多数のアーティストが参

加したことの結果である。彼らは、空き家を改修して住み始めたので、その過程を通じてアーティス

ト、地元大工等の職人、地元住民、ボランティア等のネットワークが形成された。そして、彼らを中心

に「向島アーティストネットワーク」が形成され、2001 年も向島博覧会が開催されることとなった。 
 

 
出展一覧（冒頭の地図参照） 
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「向島博覧会 2001」のチラシ （資料：向島学会） 

 
「向島博覧会 2001」の展示の一部 （資料：『向島博覧会 201』実行委員会） 
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「向島博覧会 2001」期間中に開催されたシンポジウムとワークショップ 
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② 向島学会 
向島博覧会をきっかけに向島のまちづくりに関心を持つ人々が集まり、2002 年に「向島学会」を

設立した。向島ではこれまでまちづくりに関するさまざまな取り組みが行われてきており、資料も豊

富に蓄積されているが、それらを有効に活用して今後のまちづくりのあり方を考えていこうというね

らいである。向島学会は近々NPO 法人化される予定であり（2006 年 7 月 1 日現在における見込

み）、さらに将来は大学の設立も考えている。向島学会は、これまで「交流サロン」の開催（2 ヶ月に

1 回程度）、「向島学会・夏季大学（研究発表会）の開催（2002 年）、「密集市街地再生シンポジウ

ム」の開催（2003 年）、アートイベント等への後援・支援（「都市計画キャラバン 2004 向島」（アートと

暮らしとまちづくり）等）、「向島タウン・ツアー」の開催（2005 年）等を行ってきている。 
 

5. 特徴的手法 
防災を契機に始まったまちづくり活動であるが、行政が市民組織の主体性を重視したために活

動の分野が次第に広がる効果があらわれ、現在では環境、芸術等総合的な視点で市民組織が主

体的にまちづくりに取り組んでいることが大きな特徴である。また、多くの市民組織が連携して有機

的な関係を築いてきたことから、まちづくりの活動に継続性が確保されていることも特筆すべきこと

である。さらに、市民組織の中に国際交流を図るものがあらわれ、地元発のまちづくり活動が国際

的なネットワークを持ち始めていることも他ではなかなか見られない大きな特徴である。 
 

6. 課題 
地区内の建築物の老朽化、人口の少子高齢化等の問題は依然として進行しており、関係組織

の取組・連携を今後さらに強め、活動の範囲を広げていく必要がある。 
 

（参考・引用文献） 
墨田区ホームページ 
向島学会ホームページ 
日本建築学会編『まちづくりの方法』丸善、2004 年 


